
早期高糖で夏植え向き早期高糖で夏植え向き
農林13号 Ni13農林13号 Ni13

■主要な生態的特性

■病害虫抵抗性

NCO310はさとうきび審査基準に記載された標準品種の１つで品種登録の際に使用します。

ケーンくん

協力 ： 沖縄県農業研究センター　（独）農研機構九州沖縄農業研究センター

●収量はNCo310と比較して春植え、夏植えで期待できます。
●早期高糖で甘蔗糖度が高いため、可製糖量（砂糖収量）は
　大幅に増収します。

● 株出しは萌芽が悪く、収量も少ないので株出し栽培は控え
    ましょう。
● 黒穂病に非常に弱いので黒穂病多発生地域での栽培は
　 避けましょう。

栽培上のワンポイント

はさとうきび生産者の皆様を応援しています。

農林13号（Ni13）は、
平成13年に
沖縄県先島地域及び
南北大東島向けの
奨励品種に採用されました。
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立毛状態
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11 砂糖の価格調整制度

支え合う砂糖の制度

22 国産糖への支援

輸入糖から調整金▶国産糖へ交付金

海外から砂糖を輸入する輸入者（精製糖企業
など）からお金（調整金といいます）を集め、そ
のお金で国内のさとうきび生産者と甘しゃ糖
製糖工場を支援しています。

【農家手取りの内訳】
交付金

（令和元年産）

16,630円
（糖度14.1度の場合）

詳しくは、農畜産業振興機構、または、お近くのＪＡにお問い合わせください。
毎年7/1～9/30に「要件審査申請書」の提出が必要です。

さとうきび生産者の方が交付金を受け取るためには、

交付金の財源となる調整金は、精製糖企業などから集められ最終的に
砂糖の価格に転嫁されます。つまり、国内の砂糖生産は消費者に支えら
れているのです。また、生産者は、消費者に安心な砂糖を安定的に提供し
ています。消費者と生産者が支え合って、砂糖の制度が守られています。

独立行政法人
農畜産業振興機構

特産業務部　特産原料課
TEL.03-3583-8960

鹿児島事務所
TEL.099-226-4731

那覇事務所
TEL.098-866-1033

品代
（甘しゃ糖の価格を生産者と
糖業者との間であらかじめ定
めた比率により分配して決定）

（2019.05.17作成）


